






















【 実 験 】 共 役 ポ リ マ ー と し て ， poly[2-methoxy,5-(2’-ethylhexyloxy)-p-phenylenevinylene] 
(MEH-PPV)(数平均分子量 Mn:55,000，200,000，および 2,600,000)を用いた。MEH-PPV を分散させ
るマトリックスとして，poly(methyl methacrylate)(PMMA)，および polystyrene(PS)を用いた。PMMA
薄膜中においては，MEH-PPV は小さくつぶれたコンフォメーションを，PS 薄膜中では，広がっ
たコンフォメーションを形成する。これら 2 つのマトリックスにそれぞれ MEH-PPV を単一分子
鎖レベルで分散させ，光子アンチバンチング測定，および高空間分解能蛍光解析法用の試料とし
た。また，LSPR と相互作用した単一 MEH-PPV 鎖の光子アンチバンチング測定においては，ガラ
ス基板上に分散させた PS コート金ナノ粒子(AuNP/PS)の上に，MEH-PPV (Mn:55,000)を分散させ
た PMMA 薄膜を作製したものを試料とした。光子アンチバンチング測定は，465 nm ピコ秒パル
スレーザーを用い，2 台の APD で試料からの発光光子を検出して行った。また，高空間分解能蛍










蛍光解析法を用いて得た発光重心位置の散布図の一例を図 1 に示す。分子鎖の空間的サイズを 4 
nm~10 nm 程度と見積もった MEH-PPV(Mn:55,000)においては，図 1(a)に示すように，一定の発光
重心位置を示す分子鎖が多く見られた。しかし，空間的サイズを 6 nm~15 nm 程度と見積もった
MEH-PPV(Mn:200,000)においては，図 1(b)に示すように発光重心位置が移動する分子鎖の数が増
加した。これらの結果から，単一 MEH-PPV における空間的サイズが約 10 nm 以下であれば，発
光サイトが一定になる分子鎖が多く，10 nm~15 nm 程度になれば，発光サイトが移動する分子鎖
が多くなると言える。つまり，励起子が最終的に行き着く発光サイトが変化する分子鎖は，分子
量に依存して増えると考えられる。さらに，図 1(b)においては，
最も近い重心同士の場合でも，3 nm~4 nm ずつ距離が離れており，
最も離れている重心同士の距離は，約 9 nm であった。この分子
鎖の空間的サイズは大きくても 15 nm 程度であることから，図
1(b)に示した分子鎖における発光サイトは，ほぼ分子鎖全体にま
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図 2 光子アンチバンチン
グ測定の結果。(a) 単一
MEH-PPV 。 (b) 単 一
MEH-PPV-AuNP/PS 系。 
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図 1 MEH-PPV(Mn:55,000)/PMMA(a)，および
MEH-PPV(Mn:200,000)/PMMA(b)の発光重心位
置の散布図。丸印が発光重心位置を示す。 
